
問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意

は
最
終
合
意
で
も
な
く
、

署
名
も
国
会
審
議
も
行
わ

れ
て
い
な
い
の
に
、
事
後

対
策
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
に

も
前
の
め
り
だ
。

自
由
貿
易
の
拡
大
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
制
緩
和

が
推
し
進
め
ら
れ
、
食
料

主
権
や
食
の
安
全
、医
療
、

保
険
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
が

営
利
企
業
の
犠
牲
に
さ

れ
、
市
民
の
人
権
と
く
ら

し
が
直
撃
を
受
け
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日
本
が
国
会

で
批
准
し
な
け
れ
ば
発
効

せ
ず
、
市
長
は
特
に
食
料

主
権
と
食
の
安
全
に
つ
い

て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
本
質
を
ど
う

と
ら
え
て
い
る
か
。

市
長

農
畜
産
物
の
関
税

撤
廃
で
安
価
な
輸
入
農
産

物
が
入
る
影
響
に
対
し
て

は
、
各
対
策
で
国
益
が
損

な
わ
れ
な
い
と
認
識
し
て

い
る
。

政
府
の
説
明
で
は
、
食

の
安
全
は
各
国
が
決
め
ら

れ
る
と
報
道
さ
れ
現
行
制

度
が
守
ら
れ
る
し
、
遺
伝

子
組
み
換
え
表
示
に
つ
い

て
も
現
行
制
度
の
変
更
は

な
い
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
に
出
演

ま
す
。
私
の
動
画
は

分
程
度
、
イ
ン

10

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
▽

（
金
）
県
福
祉
保
育
労
働
組
合
の
県

27と
の
懇
談
。子
ど
も
と
高
齢
者
の
福
祉
、

介
護
な
ど
な
ど
、
利
用
者
と
労
働
者
の

切
実
な
願
い
が
行
政
に
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
▽
同
日
夜
は
鶴
岡
田
川
地
域
労
連

定
期
大
会
で
ご
挨
拶
。
そ
の
後
、
田
川

食
健
連
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
学
習
会
（
別
掲
）。「
交

渉
」
の
最
前
線
で
密
着
取
材
を
し
て
き

た
講
師
の
お
話
を
聞
き
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
ル

ー
ル
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
か
ら
も
協
定

締
結
阻
止
の
た
た
か
い
が
続
く
の
だ

と
、
深
く
納
得
し
ま
し
た
。

（
県
議

関

徹
）

▽

（
日
）
庄
内
産
直
セ
ン
タ
ー
総
会

22
で
ご
挨
拶
。
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
を
許

さ
な
い
」
と
い
う
、
農
家
の
決
意
を
ヒ

シ
ヒ
シ
と
感
じ
ま
し
た
。
▽

（
火
）

24

田
川
地
区
女
性
後
援
会
で
県
政
報
告
と

「
国
民
連
合
政
府
構
想
」
説
明
。
▽
25

（
水
）
「
地
域
密
着
型
情
報
チ
ャ
ン
ネ

ル
・
知
り
ま
庄
内
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
受
け
ま
し
た
。
「

歳
選
挙
権
に
つ

18

い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
県
議
会
で

取
り
上
げ
た
高
校
生
の
政
治
教
育
・
政

治
活
動
に
つ
い
て
質
問
に
応
え
ま
し

た
。
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
よ
う
な
雰
囲
気

の
番
組
で
し
た
が
、
色
々
な
問
い
に
幅

広
く
お
応
え
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
が
１
日
開
会
さ
れ
、
日
本

12

共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
加
藤
鉱
一
議
員
が
総
括
質

問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
は
、
①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
、
②
放
課
後
児
童
支

援
員
の
処
遇
改
善
、
③
藤
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
商

業
施
設
の
民
間
貸
付
、
④
都
市
公
園
の
指
定
管
理
の
導

入
、
⑤
下
水
道
使
用
料
の
統
一
の
５
点
で
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
事
後
対
策
は
あ
ま
り
に
前
の
め
り

問

全
国
的
に
は
現
在
、

学
童
保
育
で
は
７
割
弱
の

指
導
員
は
年
収
１
５
０
万

円
未
満
な
ど
と
言
わ
れ
て

お
り
、
職
員
の
低
す
ぎ
る

処
遇
の
改
善
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

放
課
後
児
童
支
援
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て
国
の

予
算
が
拡
充
さ
れ
た
が
、

前
年
度
は
一
定
の
要
件
が

あ
れ
ば
１
人
年
間

万
円

18

の
処
遇
改
善
だ
っ
た
が
、

年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施

27設
で
賃
金
改
善
等
の
実
績

に
基
づ
い
て
積
算
さ
れ
る

と
の
こ
と
だ
。

遇
改
善
の
効
果
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長

今
年
度
は
全
事
業

所
の
約
４
割
と
な
る
７
事

業
所
で
補
助
活
用
を
見
込

ん
で
い
る
。

現
在
、
児
童
支
援
員
の

約
３
分
の
１
が
常
勤
職
員

だ
が
、
今
年
度
の
補
助
制

度
は
常
勤
職
員
の
増
加
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

学
童
保
育
指
導
員
の
処
遇
改
善
を

指
導
員
の
常
勤
化
や
処

藤
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
行
政
の
責
任
は

都
市
公
園
の
指
定
管
理
導
入
の
目
的
は

問

藤
島
元
町
の
Ｊ
Ａ
ス

ー
パ
ー
撤
退
後
に
平
成
13

年
４
月
に
藤
島
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
日

用
品
の
販
売
や
農
産
物
の

直
売
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
や
農
業
情
報
機
能

な
ど
を
目
的
に
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
進
め
て
き

た
。さ

ら
に
合
併
時
の

年
17

に
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
機
能

を
持
っ
た
新
施
設
を
併
設

し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

今
議
会
の
提
案
で
、
条

例
か
ら
は
商
業
施
設
部
分

が
廃
止
さ
れ
、
市
の
普
通

財
産
と
な
り
、
民
間
に
貸

付
る
と
の
こ
と
だ
が
市
は

ど
う
改
革
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。
行
政
の
責
任

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長

行
政
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
、
民
間
の
自
由
で

柔
軟
な
発
想
や
手
法
を
十

分
活
か
し
、
平
成

年
４

28

月
か
ら
商
業
施
設
は
指
定

管
理
者
制
度
で
は
な
く
、

民
間
貸
付
に
よ
る
運
営
と

し
、
現
在
の
指
定
管
理
者

で
あ
る
藤
島
商
工
業
協
同

組
合
を
想
定
し
て
い
る
。

今
後
、
市
は
適
切
な
助

言
を
行
う
が
、
行
政
が
直

接
の
責
任
を
負
う
も
の
で

は
な
い
。

と
な
る
都
市
公
園
に
つ
い

て
は
、
そ
の
活
性
化
は
地

域
が
主
体
と
な
っ
て
指
定

管
理
に
よ
り
地
元
の
団
体

に
お
願
い
す
る
こ
と
が
効

果
的
だ
。

都
市
公
園
以
外
の
公
園

は
日
常
管
理
を
地
元
に
委

託
し
従
来
通
り
だ
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

問

今
議
会
の
提
案
で
導

入
さ
れ
る
都
市
公
園
の
指

定
管
理
制
度
に
つ
い
て
、

そ
の
導
入
の
目
的
は
。

市
民
や
市
民
団
体
が
公

園
を
有
効
に
利
用
す
る
た

め
の
公
園
管
理
に
お
け
る

運
営
会
議
の
設
置
な
ど
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

市
長

地
域
の
シ
ン
ボ
ル



水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月27日入札分

・谷定地内径150・100粍配水管移設工事（谷定地内）
（有）ウォーターシステム 5,200,000円（5,248,000円）

工期～28/2/5（落札率99.1％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
11月25日入札分

・公共下水道事業 汚水KS237-10号新設工事（丸岡地内）
（株）田川 5,200,000円（6,133,000円）

工期～28/3/11（落札率84.8％）
11月19日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設 10号実施設計
業務（羽黒町黒瀬地内）
不調

・市集落排水事業 羽黒中央地区マンホールポンプ場機
能調査業務（羽黒町黒瀬地内ほか）
不調

・市公共下水道事業 汚水Ｈ060－3号マンホールポンプ
新設工事（大山地内）
日栄産業（有） 10,090,000円（12,541,000円）

工期～28/3/4（落札率80.5％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
11月25日入札分

・市羽黒庁舎改築工事監理業務委託
アックス・ブレン・ＳＣ設計共同企業体
8,500,000円（8,678,000円）

期間～28/11/16（落札率97.9％）

他
市
よ
り
高
い
下
水
道
料
金
、
引
き
下
げ
は

月

日
、
ア
ジ
ア
太

11

27

平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
事
務

局
長
の
内
田
聖
子
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

大
筋
合
意
を
許
さ
な
い
！

緊
急
学
習
講
演
会
」
が
開

催
さ
れ
、

人
が
参
加
し

54

ま
し
た
。

内
田
さ
ん
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
素
顔
を
①
日
米
が
加
盟

か
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
９

12を
占
め
る
、
実
質
の
日
米

２
国
間
の
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
②
交
渉
の
背

後
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業

の
存
在
③
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は

国
民
主
権
を
奪
う
、
企
業

の
武
器
④
秘
密
交
渉
の
徹

底
で
国
民
に
知
ら
せ
な

い
、
民
主
主
義
の
否
定
だ

と
し
て
、
具
体
的
な
事
例

を
報
告
し
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ン
タ
で
の
閣
僚

会
合
は
、
前
回
の
ハ
ワ
イ

会
合
で
決
着
が
崩
れ
た
事

で
、
日
米
が
「
何
が
何
で

も
大
筋
合
意
を
」
と
主
導

し
た
開
催
で
あ
っ
た
こ
と

に
ふ
れ
、
異
常
な
ほ
ど
の

日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

報
道
参
加
と
「
持
ち
上
げ
」

が
、
そ
の
後
の
「
大
筋
合

意
」
報
道
な
ど
か
ら
裏
付

け
ら
れ
て
い
る
と
し
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
も
真
実
を
伝

え
て
い
な
い
、
ス
ポ
ン
サ

ー
・
大
企
業
か
ら
の
圧
力

が
あ
る
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、会
場
か
ら
の
「
安

倍
首
相
の
暴
走
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
戦

争
立
法
と
一
緒
だ
と
考
え

る
」
と
い
う
声
に
対
し
、

内
田
さ
ん
は
「
そ
の
通
り

だ
と
考
え
る
。
戦
争
法
廃

止
で
は
若
者
た
ち
も
立
ち

上
が
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
複
雑
で
分
り
づ
ら
い
と

思
わ
れ
て
い
が
、
国
民
の

権
利
が
奪
わ
れ
、
く
ら
し

の
全
て
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
だ
。
批
准
を
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら

が
闘
い
」と
応
じ
ま
し
た
。

講
演
会
に
は
、
関
徹
県

議
、
加
藤
鉱
一
市
議
、
菅

井
巌
市
議
、
田
中
晃
三
川

町
議
も
参
加
し
ま
し
た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

具
体
的
に
は
地
元
と
の

協
議
を
踏
ま
え
大
山
公
園

を
想
定
し
、
本
年
７
月
開

所
し
た
藤
島
歴
史
公
園
に

つ
い
て
も
地
元
と
の
協
議

を
踏
ま
え
指
定
管
理
を
考

え
て
い
る
。

歴
史
公
園
は
ふ
じ
公
園

が
メ
イ
ン
だ
が
、
先
日
長

井
市
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
ア

ヤ
メ
も
植
栽
し
て
い
き
た

い
。

問

合
併
前
の
旧
町
村
で

は
、
下
水
道
使
用
料
算
定

に
つ
い
て
は
資
本
費
の
算

入
を
見
送
り
、
管
理
費
に

つ
い
て
も
全
額
を
算
入
せ

ず
市
民
負
担
を
抑
え
て
き

た
。し

か
し
合
併
後
、
平
成

年
度
に
「
管
理
費
１
０

20０
％
算
入
」
で
引
き
上
げ

ら
れ
、

年
度
に
資
本
費

24

の

％
算
入
と

㌧
ま
で

20

20

は
統
一
で
旧
町
村
は
大
幅

な
負
担
増
を
強
い
ら
れ
て

き
た
。

今
回
の
提
案
で

㌧
以

20

上
に
つ
い
て
も
最
終
的
な

使
用
料
の
統
一
と
な
る

が
、
鶴
岡
市
の
下
水
道
使

用
料
を
県
内
他
市
と
比
較

す
れ
ば

㌧
以
上
で
最
も

30

高
い
水
準
に
あ
る
。

下
水
道
使
用
料
等
審
議

会
の
審
議
の
中
で
も
委
員

か
ら
使
用
料
の
引
き
下
げ

を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ

て
い
た
が
、
鶴
岡
地
域
に

統
一
あ
り
き
で
は
な
く
、

市
民
の
負
担
減
の
た
め
に

引
き
下
げ
の
検
討
は
さ
れ

た
の
か
。

市
長

平
成

年

月
の

17

10

合
併
協
定
で
、
「
将
来
的

に
は
鶴
岡
市
の
例
を
基
に

し
た
目
標
設
定
を
検
討
す

る
」
と
し
て
段
階
的
に
統

一
し
て
き
て
お
り
、
今
回

が
統
一
に
向
け
た
最
後
の

改
定
と
な
る
。

審
議
会
で
は
引
き
下
げ

に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
る
が
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
れ
で
は

困
難
と
判
断
さ
れ
た
。

下
水
道
事
業
は
未
整
備

地
域
の
整
備
や
施
設
の
老

朽
化
対
策
な
ど
課
題
が
あ

り
、
経
営
基
盤
の
強
化
が

必
要
だ
。

本
年

月
に
稼
働
し
た

10

消
化
ガ
ス
発
電
や
羽
黒
処

理
施
設
で
の
統
合
な
ど
効

率
的
な
事
業
運
営
を
行
っ

て
い
く
。

月

日
に
開
か
れ
た

11

20

産
業
建
設
常
任
委
員
会
の

協
議
会
で
、
今
年
度
の
市

道
等
の
除
雪
計
画
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

市
道
延
長
１
５
１
５
・

１
㎞
の
う
ち
、
道
路
除
雪

は
３
０
９
１
路
線
１
１
２

９
・
８
㎞
、
歩
道
除
雪
は

１
４
１
路
線
１
０
１
・
８

㎞
と
し
、
昨
年
度
対
比
で

道
路
で
は
４
路
線
１
・
２

㎞
、
歩
道
で
は
２
路
線
０

・
７
㎞
の
増
加
と
な
り
ま

す
。

除
雪
体
制
に
つ
い
て

は
、
道
路
用
除
雪
車
輛
２

５
２
台
、
歩
道
用
除
雪
車

輛

台
を
確
保
し
、
路
面

27
に

㎝
以
上
の
降
雪
の
あ

10
る
場
合
、
ま
た
は
午
前
７

時
ま
で
に

㎝
以
上
の
降

10

雪
が
予
想
さ
れ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
を
基
本
と

し
、
道
路
状
況
や
降
雪
状

況
に
よ
り
出
動
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
地
吹
雪
対
策

と
し
て
の
防
雪
設
置
個
所

は

路
線

・
２
㎞
、
道

97

22

路
消
雪
施
設
は

路
線

37

15

・

㎞
、
凍
結
防
止
剤
散

21
布
箇
所
は
１
９
０
箇
所
24

・

㎞
、
公
共
施
設
の
駐

55
車
場
等
の
除
雪
が
２
９
０

箇
所
と
し
て
い
ま
す
。

出
席
し
た
菅
井
市
議
は

３
月
議
会
で
加
藤
鉱
一
市

議
が
質
問
し
た
道
路
内
の

マ
ン
ホ
ー
ル
や
水
道
止
水

栓
な
ど
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
摩
耗
や
沈
下
に
よ
り
突

出
し
て
除
雪
に
支
障
が
あ

る
箇
所
の
修
繕
状
況
に
つ

い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
当

局
か
ら
は
「
昨
シ
ー
ズ
ン

後
に
支
障
箇
所
の
調
査
、

修
繕
を
し
て
い
る
。
除
雪

時
期
前
に
も
調
査
す
る
よ

う
に
す
る
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

道
路
除
雪
４
路
線

㎞
増
加

1.2

今
年
度
の
市
道
等
除
雪
計
画


